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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワークステーションからメッセージを送信する方法において、
　無線通信ネットワークステーションが無線送受信装置（ＷＴＲＵ）に送信する新たなメ
ッセージを受信するステップと、
　前記新たなメッセージが、別のＷＴＲＵに送信されるのを待っている保留中のメッセー
ジと同一か否かを判定するステップと、
　前記新たなメッセージが前記保留中のメッセージと同一である場合、前記ＷＴＲＵを、
前記保留中のメッセージを受信するために識別されたＷＴＲＵｓのリストに追加するステ
ップと、
　前記保留中のメッセージが前記ＷＴＲＵｓに送信される時を示す送信スケジュールを前
記リスト上の全てのＷＴＲＵｓに提供するステップ、
　前記送信スケジュールによって示された時に前記無線通信ネットワークステーションが
前記保留メッセージを送信するステップ
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記新たなメッセージの最大許容可能遅延にしたがって前記保留中のメッセージの送信
スケジュールを調整するステップを更に含むことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ＷＴＲＵｓに前記保留中のメッセージの前記送信スケジュールを通知するために、



(2) JP 4134130 B2 2008.8.13

10

20

30

40

50

複数のシステム情報ブロック（ＳＩＢｓ）を前記ＷＴＲＵｓに送信するステップを更に含
むことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記リスト上の全てのＷＴＲＵｓを指す複数のＳＩＢポインタを含むマスタ情報ブロッ
ク（ＭＩＢ）を送信するステップを更に含み、各ＳＩＢポインタは、対応するＳＩＢをど
こで得るかを示すことを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項５】
　前記ＳＩＢの前記送信スケジュールが変更される場合を除いてＷＴＲＵが前記ＭＩＢを
読み取らないで前記ＳＩＢを周期的に検出するように、前記ＳＩＢを周期的に送信するス
テップを更に含むことを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記ＳＩＢは、データメッセージを含むことを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項７】
　前記ＭＩＢからのメッセージが存在することを検出した後に、ＷＴＲＵからのメッセー
ジの受信の指示を送信するステップを更に含むことを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項８】
　無線通信ネットワークでメッセージを送信するネットワークステーションにおいて、
　無線送受信装置（ＷＴＲＵ）に送信する新たなメッセージを受信する手段と、
　前記新たなメッセージが、送信待ちの保留中のメッセージと同一か否かを判定する手段
と、
　前記新たなメッセージが前記保留中のメッセージと同一である場合、前記ＷＴＲＵを、
前記保留中のメッセージを受信するために識別されたＷＴＲＵｓのリストに追加する手段
と、
　前記保留中のメッセージが前記ＷＴＲＵに送信される時を示す送信スケジュールを前記
リスト上の全てのＷＴＲＵｓに提供し、前記送信スケジュールによって示された時に前記
保留メッセージを送信するように構成された送信機
　を備えることを特徴とするネットワークステーション。
【請求項９】
　前記送信機は、前記新たなメッセージの最大許容可能遅延にしたがって前記保留中のメ
ッセージの前記送信スケジュールを調整するように構成されたことを特徴とする請求項８
記載のネットワークステーション。
【請求項１０】
　前記送信機は、前記ＷＴＲＵｓに前記保留中のメッセージの前記送信スケジュールを通
知するために、複数のシステム情報ブロック（ＳＩＢｓ）を前記ＷＴＲＵｓに送信するよ
うに構成されたことを特徴とする請求項８記載のネットワークステーション。
【請求項１１】
　前記送信機は、前記リスト上の全てのＷＴＲＵｓを指す複数のＳＩＢポインタを含むマ
スタ情報ブロック（ＭＩＢ）を送信するように構成され、各ＳＩＢポインタは、対応する
ＳＩＢをどこで得るかを示すことを特徴とする請求項１０記載のネットワークステーショ
ン。
【請求項１２】
　前記送信機は、前記ＳＩＢの前記送信スケジュールが変更される場合を除いてＷＴＲＵ
が前記ＭＩＢを読み取らないでＳＩＢを検出するように、前記ＳＩＢを周期的に送信する
ように構成されたことを特徴とする請求項１１記載のネットワークステーション。
【請求項１３】
　前記送信機は、前記ＳＩＢ内のデータメッセージを送信するように構成されたことを特
徴とする請求項１１記載のネットワークステーション。
【請求項１４】
　前記ネットワークステーションが符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）用の基地局として
構成されたことを特徴とする請求項８、９、１０、１１、１２又は１３記載のネットワー
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クステーション。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信の分野に関する。より詳細には、本発明は、無線送信システム内の
メッセージングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　メッセージングは、無線送信システムの発展しつつある部分である。しかし、従来技術
では、メッセージの送信に関して不十分な無線リソースを効率的に使用できていない。
【０００３】
　一般的なブロードキャストの場合、メッセージは、特定の時に特定のチャネルで特定の
チャネライゼーションコードで送信される。ブロードキャストメッセージは、配信の信頼
性(robustness)やタイミングに問題がある場合にのみ再送信される（すなわち、デバイス
は、通常は、しかるべき時にしかるべき場所にある間にメッセージを受信することを求め
る）。しかし、ブロードキャストメッセージは、しばしば、広大な地理的範囲を超えて送
信され、そのため多数のセルを含む。この理由から、メッセージのブロードキャストは、
メッセージを受信するユーザが多数いる場合にのみ効率的となる。
【０００４】
　あらかじめ決められた数のユーザにメッセージが送信されるマルチキャストは、限られ
た受信者と、対象とする各受信者への選択的な送信を伴う。広大な地理的範囲を超えて送
信されるブロードキャストメッセージと対照的に、マルチキャストでは、同じデータ（す
なわちメッセージ）の複数のインスタンスが、対象グループのデバイスだけに送信される
。ブロードキャストよりも効率的であるにも関わらず、同じメッセージの複数のインスタ
ンスを送信することは、無線リソースの効率的な使用法ではない。すなわち、従来技術の
マルチキャスト送信では、メッセージとそれに関連付けられたポインタは１対１の対応関
係を有し、その結果同じメッセージが複数送信される。
【０００５】
　別の手法は、複数のデバイスにグループ識別子を割り当てるものである。グループ識別
子は、メッセージとポインタとの１対１の対応関係を減らし、メッセージの単一のインス
タンスが、割り振られたその識別子を有する各デバイスによって受信されることを可能に
する。しかし、このグループ識別子の手法は、グループを形成するデバイスの事前の知識
があり、そのグループ識別子がある期間にわたって複数回使用されることが予想される場
合にしか効率的でない。さらに、グループ識別子は、オフラインまたはオンラインのプロ
グラミングを介してデバイス中に設定されなければならないので、アドホックの（少なく
とも無線ネットワークに関してアドホックの）メッセージ配信の効率的な手段ではない。
すなわち、電子メールの発信元からのグループページが、実際には反復するグループであ
る可能性があるが、ＲＦネットワークは、その反復グループについての事前の知識を持た
ない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、同一メッセージの複数の受信者に対して単一のメッセージインスタンスを
使用することが可能な方法およびシステムが必要とされる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、メッセージインスタンスを減らしてメッセージを送信する方法およびシステ
ムである。同じメッセージの受信が識別される複数のＷＴＲＵがあるかどうかについて判
定が行われる。複数ある場合は、すべての受信ＷＴＲＵに対してメッセージの単一のイン
スタンスを送信することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図面を参照して本発明を説明する。すべての図面で、同様の参照符号は同様の要素を表
す。本発明の説明で、無線送受信装置（ＷＴＲＵ）は、送信のみ、受信のみ、あるいは送
信および受信の機能を有することが可能である。一例は、メッセージの受信はできるが送
信は不可能な標準的ページャである。本発明では、受信能力はメッセージの受信にとって
重要であり、その場合、特定の装置は少なくとも無線受信機能を有する。一方、送信と受
信の両方が可能なＷＴＲＵは、一般には一方向メッセージの受信に使用することができる
。したがって、本発明の説明で、ＷＴＲＵは、無線環境でデータの受信および／または送
信が可能な任意のデバイスでよい。
【０００９】
　次いで図１を参照すると、従来技術によるマルチキャストメッセージが送信される方式
を説明する図が示される。図１では、一意の宛先識別子を使用して、複数のＷＴＲＵ２、
４、５が、同一のメッセージ、すなわちメッセージ１を受信するものと識別される。従来
技術では、ＷＴＲＵごとにメッセージ１の別個のインスタンスが提供される（ＷＴＲＵ２
とポインタ６、ＷＴＲＵ４とポインタ８、およびＷＴＲＵ５とポインタ９を参照）。その
ため、図１では、メッセージとポインタの間に１対１の対応関係がある。
【００１０】
　しかし、本発明によれば、同じメッセージが２つ以上の宛先識別子に（すなわち宛先識
別子が１つのＷＴＲＵに関連付けられるか複数のＷＴＲＵに関連付けられるかに応じて２
つ以上のＷＴＲＵに）送信される場合に、メッセージの１つのみのインスタンスが使用さ
れるように、宛先識別子が調整される。
【００１１】
　次いで図２を参照すると、モバイルネットワーク１１が示される。モバイルネットワー
ク１１は、１つまたは複数のノードＢ１５を通じて無線ネットワークコントローラ（ＲＮ
Ｃ）１４に応答する複数の基地局１２、１３を含む。複数のＷＴＲＵ２１～２４は、ネッ
トワークから送信されるメッセージを受信する。基地局１２、１３は、アンテナ２７を介
して信号を送受信する。ＷＴＲＵ２１～２４は、基地局１２、１３から（ＷＴＲＵ２１の
アンテナ２８を介して）信号を受信する受信機またはトランシーバを有する。
【００１２】
　ＷＴＲＵ２１～２４は、携帯電話、ページャ、Ｂｌａｃｋｂｅｒｒｙ（商標）デバイス
、あるいはモデム接続を備えるコンピュータなど、システムでサポートされる複数のデバ
イスのいずれでもよい。基地局１２、１３は、各種のネットワーク管理および通信の機能
を行うＲＮＣ１４によって制御される。基地局１２、１３は、送信機能と、個々のセルあ
るいは送信エリア内のＷＴＲＵ２１～２４に送信される信号を提供する。基地局１２、１
３から送信された信号を受信するために、各ＷＴＲＵのＲＦ段階によって受信機能が提供
される。双方向デバイスの場合は、各ＷＴＲＵは送信と受信の両機能を有し、ＷＴＲＵ２
１～２４がアップリンクのデータを送信し、ダウンリンクのデータを受信できるようにす
る。
【００１３】
　ネットワークが、複数のＷＴＲＵ、例えばＷＴＲＵ２１および２２への配信が識別され
る単一のメッセージを検出した場合、ネットワークは、同じメッセージの複数のインスタ
ンスを送信することを控える。代わりに、ＷＴＲＵ２１および２２には、同じメッセージ
をポイントするメッセージポインタが提供される。各メッセージポインタは、そのメッセ
ージを入手することが可能な特定の物理チャネルと時間を指定する。
【００１４】
　ネットワークは、特定のメッセージの受信者リストを評価し、単一のメッセージの受信
が識別される複数のＷＴＲＵがあるかどうかを判定することにより、複数のＷＴＲＵへの
単一メッセージの受信の発生を検出することができる。単一のメッセージの受信が識別さ
れると識別されるＷＴＲＵは、メッセージアドレスステータスを使用して追跡することが
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できる。メッセージアドレスステータスは、ＷＴＲＵに固有である可能性があり、ある特
定のＷＴＲＵが、同じメッセージの受信が識別されるＷＴＲＵのグループに属するかどう
かを示す。同じメッセージの受信が識別されるＷＴＲＵが複数ある（２１および２２）場
合、そのメッセージの単一のインスタンスが受信ＷＴＲＵのすべてに送信される。同じメ
ッセージの受信が識別され、したがって減らしたメッセージインスタンスの候補となるＷ
ＴＲＵを判定および識別する他の方法が本発明の範囲内にあり、本明細書に記載されるよ
うに実施することができる。そのような方法の例は下記で述べる。
【００１５】
　図３は、複数の宛先識別子４２、４４、および４６に送信されるメッセージ、すなわち
メッセージＭの単一のインスタンスを示すタイミングシーケンス４０を有する、時間順の
フレームの図である。宛先識別子４２、４４、および４６はそれぞれ、１つまたは複数の
ＷＴＲＵに関連付けることができる。この場合は、メッセージ「Ｍ」が、宛先識別子４２
、４４、および４６に関連付けられたＷＴＲＵに配信されることが識別されている。すな
わち、メッセージＭの複数のインスタンスを提供するのではなく、単一のインスタンスを
提供し、それによりシステムリソースを最大限に活用する。
【００１６】
　この手法を実施する際には、メッセージを受信するすべてのＷＴＲＵがメッセージの送
信中にメッセージを受信できるような方式でメッセージが行われなければならないという
一般的な制約がある。例として、メッセージの送信は、最後の宛先識別子の送信時間より
後に、すべてのＷＴＲＵがメッセージの受信に備えるのに十分な時間遅延をもって行わな
ければならない。
【００１７】
　特定のメッセージへのポインタの使用は任意数の宛先識別子とともに行ってよく、また
、必要に応じて、他のＷＴＲＵに向かうメッセージが間にあってもよいことに留意するこ
とは重要である。さらに、上述のように、宛先識別子の１つまたは複数は実際には、無線
技術の当業者に周知の方式でいくつかのＷＴＲＵのグループ識別子であってよい。
【００１８】
　本発明による、同じメッセージをいつ複数回使用することができるかの判定は、必要に
応じて精緻化し、適合することができる。すなわち、判定は各種の実施形態で実施するこ
とができる。
【００１９】
　例として、第１の実施形態では、複数の受信ＷＴＲＵを同一のメッセージに関連付ける
ようにメッセージの送信元をプログラムすることができる。複数の受信者を有する電子メ
ールメッセージを例として使用すると、無線ネットワークは、そのようなメッセージを受
信すると、受信者リストを、それら受信者について有するカバーエリアに照らして比較す
る。場所が異なるため、あるいはネットワークの提携のために、メッセージと受信者を別
個の送信に分けることが必要となる場合がある。しかし、受信ＷＴＲＵのうち２つ以上が
同じ識別の送信を受信し、続いて同じメッセージの送信を受信することが可能であれば、
本発明の解決法を利用することができる。
【００２０】
　第２の実施形態では、メッセージと受信ＷＴＲＵに関するデータとが個別に無線ネット
ワークに入り、多くのタイプのメッセージが、弊害を受けずにいくらかの配信の遅延に耐
えることができる。この場合、システムは、この許容可能な遅延時間の何分の一かにわた
り、重複がないかメッセージを比較する。これは、多くの場合、ハッシュ関数などの手法
を用いて最小限の計算で行うことができる。重複が検出されると、チェックを行って、重
複したメッセージのうち１回の送信で送信できるものがあるかどうかを判定する。送信で
きる場合は、重複したメッセージの単一のインスタンスをポイントするポインタが、重複
したメッセージの受信が識別されるＷＴＲＵに提供される。
【００２１】
　第３の実施形態では、無線システムは、ＷＴＲＵへの送信を監視するエンティティを含
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むことができる。このエンティティは、特定のＷＴＲＵグループが同じメッセージの送信
を受信するかどうかに関する尤度係数を設定する。それらのＷＴＲＵの１つへのメッセー
ジが受信されると、そのメッセージを送信する前に、遅延と、他のデバイスについてメッ
セージの重複がないかの検索がトリガされる。重複が検出された場合は、そのメッセージ
の単一のインスタンスが送信される。検出されない場合は、メッセージの別個のインスタ
ンスが、各受信ＷＴＲＵに送信される。
【００２２】
　第４の実施形態では、無線システムが特定のデバイス識別子のグループを監視するよう
に事前にプログラムされ、そのグループの個々の識別子へのメッセージの重複がないか調
べる。重複が検出された場合は、メッセージの単一のインスタンスが送信される。検出さ
れない場合は、メッセージの個別のインスタンスが、各受信ＷＴＲＵに送信される。
【００２３】
　第３世代（３ＧＰＰ）セルラネットワークで本発明を実施するには、図３に識別される
宛先識別子とポインタを、ブロードキャスト共通制御チャネル（ＢＣＣＨ）またはそれに
相当する論理制御チャネルによるブロードキャストで、セルの全ユーザに知らせる。ＢＣ
ＣＨまたはそれに相当する論理的制御チャネルが、プライマリ共通制御物理チャネル（Ｐ
ＣＣＰＣＨ）に適用されるブロードキャストトランスポートチャネル（ＢＣＨ）またはそ
れに相当するブロードキャストトランスポートチャネルに対応付けられる。あるいは、Ｂ
ＣＣＨまたはそれに相当する論理制御チャネルを、セカンダリ共通制御物理チャネル（Ｓ
ＣＣＰＣＨ）に適用されるフォワードアクセスチャネル（ＦＡＣＨ）に対応付けることも
できる。
【００２４】
　図３では、ＷＴＲＵは、タイミングシーケンス４０全体を調べて自身に対するメッセー
ジがあるかどうかを判定しなければならない。より効率的な処理とＷＴＲＵのバッテリ消
費の低減を得るには、宛先識別子とポインタの決定性のスケジューリングを提供すること
が必要である。さらに、情報とシグナリングの周期性を得る必要性は、シグナリングされ
るシグナリング情報に固有であるため、論理的に別個の情報（すなわち宛先識別子および
ポインタ）を独立してシグナリングする必要がある。そのため、本発明の別の実施形態で
は、宛先識別子とポインタは、一意のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）に保持される。し
たがって、この実施形態では、宛先識別子とポインタは特定のＳＩＢに関連付けられ、そ
れによりＷＴＲＵが単に、メッセージを受信するために読み込むべき個々のＳＩＢを判断
できるようにする。すなわち、宛先識別子とポインタのリストは、比較的大きくなる可能
性がある。ＷＴＲＵに、タイミングシーケンス（タイミングシーケンス４０など）に含ま
れる各々の宛先識別子とポインタを調べさせるのを回避するために、ＳＩＢ情報は、複数
の独立した送信に分割することができる。あるいは、宛先識別子とポインタの別の分類を
複数のＳＩＢに分けることも可能である。
【００２５】
　ＷＴＲＵは、個々のＳＩＢのスケジューリングを識別するマスタ情報ブロック（ＭＩＢ
）からどのＳＩＢを読み込むべきかを判定することができる。すなわち、この実施形態で
は、ＷＴＲＵが特定のタイミングシーケンス（タイミングシーケンス４０など）に含まれ
るすべての宛先識別子とポインタを調べる代わりに、ＷＴＲＵは、単に、ＭＩＢを調べて
、（ＳＩＢに含まれる）該当する宛先識別子とポインタを迅速に判定することができる。
したがって、宛先識別子とポインタは特定のＳＩＢに関連付けられる。そのため、ユーザ
は、自身がそのサービスに関連付けられているＳＩＢを取得すればよい。
【００２６】
　この実施形態を説明するために、図４を参照する。図４には、ポインタ５０４、５０６
、および５０８を含むＭＩＢ５０２を示す。ＭＩＢは、各セルに固有であってよいことに
留意されたい。したがって、ＷＴＲＵは、セルに入るたびにＭＩＢを読み出す。ＭＩＢ５
０２を読み出すことにより、各自のＳＩＢがどこに見つかるかがＷＴＲＵに通知される。
ＳＩＢは、そのＷＴＲＵの宛先識別子とポインタが提示される時間間隔をＷＴＲＵに知ら
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せる。宛先識別子とポインタは周期的に更新される場合があることにも留意されたい。例
えば、株価の場合には、１０分ごとに新しいメッセージが送信される可能性がある。その
場合、ＷＴＲＵは、１０分ごとにＳＩＢを読み取って更新された情報を受け取るが、ＭＩ
Ｂを読み取る必要はない。これは、宛先識別子とポインタの実際のスケジューリングが変
化しない限り、ＭＩＢは変化しないためである。
【００２７】
　例えば、引き続き図４を参照すると、ＭＩＢ５０２は、それぞれＳＩＢ１、ＳＩＢ２、
ＳＩＢ　Ｎをポイントするポインタ５０４、５０６、および５０８を含む。サービスＡに
加入しているＷＴＲＵは、ＭＩＢを読み取り、ＳＩＢ１　５１０に導かれる。ＳＩＢ１　
５１０の読み取りから、ＷＴＲＵは、サービスＡの宛先識別子とポインタ５１２を読み取
る。そして、ＷＴＲＵは、サービスＡについてのメッセージを取り出すことができる。こ
の実施形態では、任意数のＷＴＲＵをサービスＡの宛先識別子（すなわちサービスＡに加
入しているすべてのユーザ）に関連付けることができる。したがって、サービスＡに加入
しているすべてのＷＴＲＵは、ＭＩＢとＳＩＢを読み取ることにより、サービスＡの一部
として送信されるあらゆるメッセージの単一のインスタンスに導かれる。サービスＢおよ
びＸに関連付けられたＷＴＲＵは、同様に、それらのサービスに従って送信されるメッセ
ージの単一のインスタンスに導かれることができる。
【００２８】
　上記で説明し、図４に示す実施形態は、図５に示すように実際のメッセージがＳＩＢに
含まれるように変更することができる。図５では、ＷＴＲＵが上記と同じようにＭＩＢを
読み取るが、ここでは、ＷＴＲＵが自身のＳＩＢを得る時に実際のメッセージを得るので
余分なステップが除去される。これは、メッセージの単一のインスタンスを複数のＷＴＲ
Ｕに送信することも可能にする。すなわち、各ＷＴＲＵはＭＩＢ６０１を読み取り、現在
サービスＡについて送信されようとしているメッセージ６０２の単一のインスタンスを含
むＳＩＢ１　６０４に導かれる。
【００２９】
　複数レベルのポインタとメッセージを提供することが可能であることに留意されたい。
したがって、より固有なタイプのメッセージの入手可能性を示すメッセージへのポインタ
など、包括的なメッセージポインタを含めることができる。そして、ユーザは、事前の設
定か、または包括的なメッセージを受信した際の選択により、特定タイプのメッセージを
受信することを選択することができる。この選択を行って、ＷＴＲＵがそのメッセージを
受信することをネットワークに知らせるか、または選択は受動的にして、ＷＴＲＵがより
固有のメッセージに応答できるようにすることができる。例として、商業空間に入るユー
ザには、ユーザが商業的情報を受信することを選択できるように商業的情報を提供するこ
とができる。
【００３０】
　図６は、本発明の好ましい実施形態によるメッセージ到着分析ルーチンによって実施さ
れる方法ステップを説明するフローチャートである。メッセージが到着すると、そのメッ
セージが、保留中受信者リストへのメッセージと重複するかどうかが判定される（ステッ
プ３０５）。
【００３１】
　ステップ３０５の判定で肯定の結果が出た場合は、ＷＴＲＵが、そのメッセージの受信
者リストに加えられる（ステップ３１０）。ステップ３１５で、そのインスタンスについ
ての最大の保持時間が、その受信者リストに現在設定されている時間より短いかどうかが
判定される。短い場合は、その保持時間を適当な値に調整する（ステップ３２０）。
【００３２】
　ステップ３０５の判定で否定の結果が得られた場合は、そのメッセージを遅らせて他の
受信者を探すことができるかどうかを判定する（ステップ３２５）。そのメッセージを遅
らせて他の受信者を探すことができない場合、そのメッセージが２人以上の受信者に送信
されるかどうかを判定する（ステップ３３０）。そのメッセージが２人以上の受信者に送
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ッセージが２人以上の受信者に送信される場合、またはメッセージを遅らせて他の受信者
を探すことができると判定される場合は、受信者リストの待ち行列にエントリが作成され
、１つまたは複数のＷＴＲＵが追加され、保持時間が適当な値に設定される（ステップ３
４０）。
【００３３】
　図７は、本発明の好ましい実施形態による、所定の保持時間を越えてマルチキャスト待
ち行列にある受信者リストがあるかどうかを周期的に調べるための方法ステップを説明す
るフローチャートである。保持時間を越えてマルチキャスト待ち行列に残っている受信者
リストがあると判定されると（ステップ４０５）、その受信者リストにあるＷＴＲＵを、
同じデータ配信カバーエリア内のグループに分ける（ステップ４１０）。次いで、送信す
べき別のグループがあるかどうかを判定する（ステップ４１５）。送信すべき別のグルー
プがある場合は、ＷＴＲＵ識別子、メッセージポインタ、および１つのメッセージインス
タンスの送信をスケジュールする（ステップ４２０）。送信すべき別のグループがない場
合は、受信者リストを削除する（ステップ４２５）。
【００３４】
　本発明について好ましい実施形態の観点から説明したが、頭記の特許請求の範囲に概説
される本発明の範囲内にある他の変形形態が当業者に明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】従来技術による、複数のＷＴＲＵが同じメッセージを受信するための、メッセー
ジとポインタ間に１対１の対応関係を有する、フレーム化した時間シーケンスの図である
。
【図２】本発明による、複数のＷＴＲＵがメッセージを受信するモバイルネットワークの
図である。
【図３】本発明による、メッセージが複数の宛先識別子に配信されると識別されるにも関
わらずメッセージの単一のインスタンスのみが送信される、フレーム化した時間シーケン
スの図である。
【図４】フレーム化した時間シーケンスに含まれる宛先識別子とポインタをより効率的に
処理する図である。
【図５】メッセージが直接ＳＩＢに含まれる、図４に示す図の変形の図である。
【図６】本発明の好ましい実施形態による、メッセージ到着分析ルーチンによって実施さ
れる方法ステップを示すフローチャートである。
【図７】本発明の好ましい実施形態による、所定の保持時間を越えてマルチキャスト待ち
行列にある受信者リストがあるかどうかを周期的に調べる方法ステップを示すフローチャ
ートである。
【符号の説明】
【００３６】
１１　モバイルネットワーク
１５　ノードＢ１５
１４　無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）
１２、１３　基地局
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